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あなたのにゅーたうんKANADA 

住
ん
で
い
た
コ
ィ
達
で
す
「
 

・

、

 

、
、
の
た
び
ご
線
が
あ
り
ま
し
て
当
地
に
お
嫁
 

入
・
し
ま
し
た
。
 

め
ぐ
よ
末
た
自
轟
と
あ
た
た
か
い
瓦
民
の
叱
賞
 

『
様
に
は
げ
ま
さ
水
松
が
ら
き
戴
い
な
姿
を
ふ
見
せ
 

し
よ
う
と
元
気
に
お
よ
い
で
い
ま
t
 

私
た
ち
乞
木
永
く
愛
し
て
下
さ
り
稽
し
て
下
さ
い
「
 

m 

手
蔵
声
年
＋
戸
月
士
口
g
 

「
「
 

一 
‘
，
。
緋
加
（
)
 

（
真
鯉
）
 

・ 

Wr
 

ヒ
ゴ
イ
と
マ
ゴ
イ
よ
り
証
 

■
響
町
g
分
皆
さ
ま
へ
 

叫
 

、

、

糾

 

島
実
ち
」
こ
姉
て
 

私
た
ち
は
金
田
町
内
外
の
家
庭
の
象
水
に
 

」

 

今
知
ダ
町
は
“
新
と
町
づ
く
り
ム
に
山
げ
 

わ
シ
恕
め
」
ー
連
？
動
徐
ど
教
青
文
加
・
 

小
じ
熱
ヒ
し
た
“
人
づ
く
リ
宝
g
動
を
す
す
誉
て
ン
掌
 !?

 

『
 

シ」、めて 

そ
の
た
め
に
当
地
の
コ
イ
君
達
に
・
ご
協
カ
い
た
だ
 

い
て
い
う
わ
け
で
す
 

町
民
の
皆
さ
ま
ビ
、
 

あ
げ
て
下
さ
い
。
町
 

懸
命
お
よ
い
て
い
る
一
 つ

か
コ
イ
葛
迷
の
美
し
い
姿
を
み
て
 

い
つ
く
り
人
づ
く
リ
の
た
め
に
（
生
 

コ
イ
君
癌
に
相
手
を
送
っ
て
下
さ
叫
 

心
と
こ
め
て
お
顧
い
い
た
し
ま
す
ー
 

平
或
一
（
年
謡
鵬
穿
 

町
民
叱
の
皆
さ
ま
へ
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日
ご
ろ
の
心
が
け
で
火
災
は
防
げ
る
 

「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
 
が、 

一
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
消
防
署
で
は
消
防
訓
練
を
は
 

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
 

に
積
極
的
に
参
加
し
、
日
ご
ろ
忘
れ
が
ち
な
火
災
の
恐
ろ
し
さ
 

を
、
改
め
て
思
い
起
こ
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
火
 

災
を
出
さ
な
い
た
め
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
 
こ
れ
を
機
会
に
家
 

族
会
議
を
開
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

' 

ま
た
、
路
上
で
の
た
ば
こ
の
 

投
げ
捨
て
も
火
災
の
原
因
に
な
 

り
や
す
い
の
で
、
灰
皿
の
な
い
 

場
所
で
の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
 

・つ。 
図
子
供
に
は
、
 
マ
 
ッ
チ
や
ラ
イ
 

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。
 

マ 
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
 
子
 

供
の
目
に
触
れ
な
い
所
に
置
く
 

、 ・
‘

J

 

、
（
 

年末の深夜、火災予防を拡声機で呼びかける 
地区消防団の皆さん（ I ) 

出初め式において、整然とした 
金田町 消防団の皆さん 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
火
の
恐
 

ろ
し
さ
を
、
子
供
に
教
え
て
お
 

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
 

岡
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
 

を
し
な
い
。
 

た
き
火
を
す
る
と
き
は
水
を
 

用
意
し
、
火
が
消
え
る
ま
で
は
 

そ
ば
を
離
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

た
き
火
が
終
わ
っ
か
ら
、
水
を
 

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
が
、
 

一
年
を
通
じ
て
火
災
が
最
も
多
 

い
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
 

時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て
強
風
 

が
続
く
な
ど
、
火
災
が
発
生
し
 

や
す
い
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
 

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
ち
ょ
っ
と
 

し
た
火
へ
の
不
注
意
が
、
大
き
 

な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

五
万
五
千
七
百
六
十
三
件
、
 

平
成
元
年
一
年
間
に
、
こ
れ
だ
 

け
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
死
 

者
は
、
千
七
百
四
十
七
人
で
、
 

一
日
約
五
人
の
割
合
で
亡
く
な
 

っ
て
い
る
の
で
す
。
火
災
の
種
 

類
で
、
最
も
多
い
の
は
建
物
火
 

災
で
す
。
 

一
日
に
約
九
十
六
件
 

十
五
分
に
一
件
の
割
合
で
発
生
 

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
火
災
 

の
多
く
は
、
日
頃
の
心
が
け
で
 

か
な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

か
け
て
消
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
 

て
、
た
き
火
の
跡
を
い
ま
一
度
 

確
認
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。
 

囚
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
 

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
 

こ
ん
ろ
火
災
の
多
く
は
、
天
 

ぷ
ら
油
に
よ
る
も
の
で
す
。
も
 

し
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
 

き
に
そ
の
場
を
離
れ
る
場
合
は
、
 

必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
に
し
ま
 

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭
用
消
火
 

器
を
、
台
所
に
ぜ
ひ
一
本
備
え
 

て
く
だ
さ
い
。
 

国
家
の
ま
わ
り
に
、
燃
え
や
す
 

い
も
の
を
置
か
な
い
。
 

放
火
や
放
火
の
疑
い
に
よ
る
 

火
災
が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
 

放
火
さ
れ
る
の
は
深
夜
、
人
目
 

に
つ
か
な
い
時
間
帯
が
ほ
と
ん
 

ど
で
す
。
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
 

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
 

に
す
る
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
 

ク
環
境
づ
く
り
タ
 
を
し
ま
し
ょ
 

・つ。 
圏
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。
 

空
だ
き
の
原
因
は
、
水
が
入
 

っ
て
い
る
と
思
っ
て
点
火
し
た
 

と
い
う
、
う
っ
か
り
ミ
ス
が
多
 

い
の
で
す
。
点
火
す
る
と
き
に
 

水
が
き
ち
ん
と
入
っ
て
い
る
こ
 

一
知
っ
て
お
き
た
い
一
 

一
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
ー
 

家
庭
か
ら
火
事
を
出
さ
な
い
 

よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
 

な
点
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
 

で
し
ょ
う
か
。
 

火
の
用
心
を
兼
ね
た
七
つ
の
 

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
ま
し
 

た0 、，ノ 

ノJ 

） 

尋」 

、ブ 

と
 

と
を
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

ロ
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
 

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
 ' 

カ
ー
テ
ン
や
写
真
な
ど
の
そ
 

ば
に
、
 

ス
ト
ー
ブ
を
近
づ
け
て
 

は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は
燃
 

え
や
す
く
危
険
で
す
。
 
ス
ト
ー
 

ブ
を
離
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
 

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
 

消防署より講師を招き「防火教室」を 
開催する第二行政区（地区公民館主催） 深夜の火災予防のため、見回りをする 

地区消防団の皆さん（且） 

国
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
 

捨
て
を
し
な
い
。
 

火
災
の
一
〇
％
は
、
た
ば
こ
 

が
原
因
で
す
。
寝
た
ば
こ
を
し
 

て
い
て
火
種
が
布
団
に
落
ち
、
 

火
災
に
な
る
の
が
最
も
多
い
ケ
 

ー
ス
で
す
。
寝
た
ば
こ
は
、
絶
 

対
に
や
め
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
 

万
一
に
備
え
て
、
防
火
寝
具
な
 

ど
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

物
を
F

す
の
も
危
険
で
す
0
 

こ
れ
ら
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
 

確
認
し
、
家
族
で
一
人
一
人
が
 

実
践
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

さ
ら
に
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
 

利
用
す
る
場
合
に
は
、
 

「
適
マ
 
ー
ク
」
の
有
無
を
選
 

択
の
目
安
と
す
る
こ
と
も
忘
れ
 

な
い
で
下
さ
い
。
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り懇談会で意見交換 ノ
＼
 

まちづ 
商工会青年部・ O B と 

町役場（企画・産業労働課） 

2 月5 日 金田町商工会 

に て 

国
民
年
金
の
 

加
入
に
つ
い
て
 

二
十
才
以
上
の
学
生
さ
ん
は
、
 

平
成
三
年
四
月
か
ら
は
国
民
年
 

金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
く
な
り
ま
す
。
万
一
の
と
 

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
満
額
の
 

老
齢
基
礎
年
金
を
保
障
す
る
た
 

め
で
す
。
 

し
か
も
、
保
険
料
負
担
が
困
 

難
な
場
合
に
は
、
学
生
と
い
う
 

特
殊
な
事
情
を
考
え
た
免
除
制
 

度
が
あ
り
ま
す
。
 

加
入
手
続
き
、
お
問
い
合
わ
 

せ
は
、
住
民
課
国
民
年
金
係
 

ま
で
。
 

バ
イ
ク
●
軽
自
動
車
 

に
つ
い
て
 

バ
イ
ク
あ
る
い
は
軽
自
動
車
 

を
転
売
し
た
場
合
は
所
有
者
名
 

儀
の
変
更
の
手
続
き
を
、
そ
し
 

て
廃
車
さ
れ
た
場
合
は
廃
車
の
 

手
続
き
を
、
転
出
さ
れ
る
場
合
 

は
車
の
所
在
変
更
の
手
続
き
を
 

し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
そ
れ
ら
の
手
続
き
は
 

五
十
c
c

か
ら
百
二
十
五
c
C
 

ま
で
の
車
に
つ
い
て
は
、
税
務
 

課
で
で
き
ま
す
が
、
百
二
十
六
 

c
c

以
上
の
車
に
つ
い
て
は
、
 

田
川
自
動
車
協
会
、
又
は
筑
豊
 

車
検
場
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
 

「
明
る
く
朋
か
な
町
づ
く
り
」
 

を
基
本
目
標
に
振
興
計
画
を
検
 

討
し
て
い
ま
す
当
町
で
は
、
商
 

工
会
青
年
部
（
池
田
昇
会
長
、
 

二
十
三
人
）
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
 

さ
ん
、
そ
し
て
O
B

の
方
た
ち
 

と
、
第
一
回
「
ま
ち
づ
く
り
懇
 

談
会
」
を
開
催
し
て
意
見
交
換
 

換
し
ま
し
た
。
 

当
町
で
は
、
 

一
昨
年
十
一
月
 

に
「
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
振
興
 

協
議
会
」
 

（
藤
林
俊
信
会
長
、
 

七 

い。 

, 

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
き
ち
ん
 

と
し
て
い
な
い
と
、
車
は
な
く
 

て
も
い
ぜ
ん
と
し
て
税
金
が
か
 

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
 

税
務
課
 
賦
課
係
ま
で
 

温
水
プ
ー
ル
の
 

ご
利
用
に
 

つ
い
て
 

冬
で
も
、
 

一
年
中
快
適
に
泳
 

げ
る
所
、
金
田
町
温
水
プ
ー
ル
 

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
 

健
康
づ
く
り
に
、
体
力
づ
く
 

り
に
、
 

そ
し
て
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
 

プ
に
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
 

尚
、
三
月
四
日
か
ら
 

三
月
二
十
三
日
ま
で
、
改
装
の
 

た
め
休
館
で
す
。
四
月
か
ら
各
 

教
室
も
新
し
く
開
講
さ
れ
ま
す
 

の
で
、
 

こ
の
教
室
に
も
ぜ
ひ
ご
 

参
加
下
さ
い
。
 

（
料
金
）
 

小
中
学
生
 

一
五
〇
円
 

高
高
校
生
 

二
〇
〇
円
 

一
般
親
子
 

二
〇
〇
円
 

コ
イ
ン
 
ロ
 
ッ
カ
ー
は
、
 

一
〇
円
の
使
用
料
が
 

必
要
で
す
。
 

（
水
泳
教
室
）
 

ジ
 
ュ 
ニ
 
ア
 

月
・
水
・
金
曜
日
 

一
一
十
二
人
）
が
発
足
し
、
 

「
人
 

づ
く
り
」
 

「
産
業
」
 

「
環
境
」
 

の
三
部
会
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
 

昨
年
末
に
中
間
報
告
も
提
出
（
 

一
月
号
に
て
既
報
済
）
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

人
づ
く
り
部
会
で
は
、
木
造
 

の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
子
供
や
外
国
 

人
留
学
生
が
宿
泊
し
て
交
流
を
 

深
め
る
 
「
ふ
れ
あ
い
塾
」
の
設
 

置
を
、
環
境
部
会
で
は
自
然
公
 

園
の
整
備
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
 

か
ら
の
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

産
業
部
会
で
は
、
若
い
経
営
 

者
と
o
B

に
意
見
を
聞
く
た
め
、
 

そ
し
て
、
町
で
は
今
後
の
商
工
 

業
活
性
化
に
む
け
て
の
方
向
を
 

見
い
出
す
た
め
に
こ
の
懇
談
会
 

を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
 

す。 町
よ
り
、
振
興
協
議
会
の
中
 

間
答
申
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
 

出
席
者
か
ら
「
平
成
筑
豊
鉄
道
 

の
本
社
が
あ
る
金
田
駅
に
役
場
 

を
移
し
、
郵
便
局
を
、
農
協
を
 

商
店
を
入
居
さ
せ
一
大
ビ
ル
を
 

建
設
し
て
は
ど
う
か
。
」
 

な
ど
 

独
創
的
な
意
見
も
出
さ
れ
、
議
 

論
百
出
で
深
夜
十
一
時
ま
で
、
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
 

な
懇
談
会
を
積
極
的
に
重
ね
て
 

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

午
後
六
時
か
ら
 

七
時
三
十
分
 

婦
人
 火

・
金
曜
日
 

午
後
三
時
か
ら
 

四
時
三
十
分
 

成
人
 月

・
水
・
金
曜
日
 

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
 

九
時
 

※
水
泳
教
室
で
使
用
し
て
い
 

る
時
間
帯
は
一
般
の
方
は
使
 

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
 

下
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
 

温
水
プ
ー
ル
ま
で
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）
五
八
」
ハ
八
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学生も加入 

L 

丁
ー
 
ー

 

ム
ム
大
山
（
宇
 

疎
玩
H
 

A
子ノ・ 

国
民
与
 

、／ 

と
、
っ
 

金
か
、
 

由
又
「
長
の
文
 

乃りりりり多りりりク／りづづ乙クりづりクりづりラりク 

編 集 中 記 

町では、今後このような懇 

談会などを、各方面の方々と 

開催したいと思っています。 

開催の呼びかけがありまし 

たら、是非ご参加下さい。 

また、 「まちづくり」 につ 

し、ての 

ア イ デ ア 

活発に、そして独創的な意見を発表される 
商工会の皆さんです 
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まで、こ連絡下さい。 

／クりク／りりりクラりりクりり多りクりタジクフ/////

曹
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
麟
 

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
 

ま
し
た
。
今
後
の
社
会
福
祉
事
業
に
有
意
義
に
活
用
さ
サ
ー
て
 

い
た
だ
き
ま
す
0
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 

藤
 
川
 
義
 
臣
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

〇
故
 

〇
故
 

〇
故
 

〇
故
 

〇
故
 

坂
田
克
治
様
 

坂
田
 

正
雄
様
 

藤
本
仁
士
様
 

藤
本
 
明
子
様
 

吉
田
玉
義
様
 

吉
田
 

玉
市
様
 

相
原
実
生
様
 

相
原
 

松
夫
様
 

玉
井
マ
ス
ェ
様
 

玉
井
玉
次
郎
様
 

〇
故
 

持
尾
民
雄
様
 

持
尾
 

幸
子
様
 

〇
故
 

桧
垣
米
蔵
様
 

桧
垣
 

秀
信
様
 

（
寄
付
金
と
し
て
）
 

〇
同
月
峯
興
産
テ
ル
ダ
ス
店
 

代
表
 

月
峯
 

輝
之
様
 

〇
金
田
町
陶
芸
教
室
会
員
 

御
一
同
様
 

〇
講
師
 

横
 

川
 

輝
 

雄
様
 

今
の
叱
こ
3
 

学
生
の
加
入
は
 

⑨
為
締
 

」
」
か
げ
Y
A
'
 

〇
学
生
の
み
な
さ
ん
も
国
民
年
金
に
 

当
然
加
入
に
な
り
ま
す
〇
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1 9 9 1年（平成3年） 3 月 
曜日 時 間 場 所 『」 事 担 こ 備 考 

1 金 

2 土 9 : 3Q-- 委員会室 議会連営委員会 議会事務局 

③ 日 

4 月 9 :QQ - 議事堂 3 月定例町議会 （開会） 議会事務局 

5 火 

6 水 

コ コ 

7 木 10 :00～ノ11 : 00 田川保健所（ 2階） かみかみ教室 福祉課 

8 金 t 

9 ① 、きI ト 、，〕
_.、LT 1 

企画ItJ発課 ⑩ 日 19 :00~ 総合会館 第1回まちづくり懇談会 

11 月 9 :00~ 議事堂 本会議 議会事務局 

12 火
 

9 : 3Q--
13 : 3ft---
13 : 3Q-.-
17:00~ 

委員会室 

委員会室 

議 事 堂 

中元寺川黒尾橋上流・彦山川宝見橋上流 

総務委員会 

土木委員会 

農業委員会 

サケの放流 

議会事務局 

議会事務局 

産業労働課 

金田町職員活性化推進委員会 （雨天の場合15日） 

13 水 9 : 3Q - 委員会室 産経委員会 議会事務局 

14 木 9 :00~ 議事堂 会
 

Y
閉
 

議
 

会
 

本
 

言美A、車予文月 
l収二z又ヲコ一」2:'ノロJ 

15 金 10 :00~ 金田中学校 卒業式 学校教育課 
確定申告のノ切り日 
町・県・国保税申告の7,切日 

16 土 10 :00~ 金田小学校 卒業式 学校教育課 

⑩ 日 9 :00～ノ 町民会館 綱引き大会 社会教育課 

18 月 19 :00~ 総合会館 第2回まちづくり懇談会 企画開発課 県知事選告示 

19 火 プ J 

20 水 民生委員会 福祉課 
j 

⑩ 木 春分の日 

22 金 10 : QQ - 総合会館 健康教室 福祉課 

23 ① 金田小・中学校 修業式 学校教育課 

⑩ 日 

25 月 9 : 3Q - 神崎保育所 卒園式・修了式 

26 火 13 : 30-j 総合会館 文化同好者の集い 社会教育課 

27 水 心配ごと相談日 福祉課 

28 木 19 :00~ 総合会館 第3回まちづくり懇談会 企画開発課 

29 金 県会議員選挙告示 

30 土 
10 : 50-i6 : 30 田川文化センター 

夜須高原 
結核の予防と精神保健を教える大会 
子供会リーダー講習会（~4 /1 ) 

福祉課 
社会教育課 

⑨ 日 

①は役場が休みの土曜日です。 
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。
登
記
所
か
ら
の
 

お
願
い
◇
 

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
 

登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本
・
登
記
 

事
項
証
明
書
等
が
交
付
に
要
す
 

る
手
数
料
の
額
が
五
〇
〇
円
か
 

ら
」
ハ
 

〇
 

〇
 
円
（
一
通
の
 

枚
数
が
一
〇
枚
超
え
る
も
の
に
 

つ
い
て
、
そ
の
超
え
る
枚
数
五
 

枚
ま
で
ご
と
の
加
算
額
は
二
〇
 

〇
円
）
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
登
記
簿
の
閲
覧
等
右
 

記
以
外
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
 

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
 

福
岡
法
務
局
田
川
支
局
 

ま
で
訪
ね
下
さ
い
。
 

9
自
9
ゆ
回
曲
（
リ
ゆ
9
曲
の
ゆ
回
日
日
ゆ
り
ゆ
9
9
り
日
9
自
 

墓
地
改
葬
に
 

つ
い
て
 

石
川
県
厚
生
部
よ
り
次
の
墳
 

墓
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
り
ま
し
 

た
の
で
、
縁
故
者
の
方
は
期
日
 

ま
で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

⑥
墳
墓
の
所
在
・
数
 

金
沢
市
末
広
町
 14 

番
地
3
 

金
沢
市
末
広
町
墓
地
 

三
百
九
十
七
墓
 

⑨
改
葬
理
由
 

墓
地
整
備
の
た
め
 

⑨
改
葬
先
 

こ
れ
ま
で
の
所
在
と
同
じ
 

⑨
届
出
期
限
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
 

⑨
届
出
先
 

金
沢
市
広
坂
一
丁
目
 

一
番
一
号
 

金
沢
市
役
所
 

保
健
公
害
部
 

衛
生
課
 

施
設
業
務
係
 

〇
七
六
一
一
 

( 20 

）
一
一
一
一
一
一
八
 

回
ゆ
9
め
り
ゆ
（
”
曲
（
リ
ゆ
（
”
自
（
”
め
9
ゆ
9
ゆ
日
曲
（
リ
ゆ
「
”
曲
 

N
H
K

学
園
生
涯
 

学
習
通
信
講
座
 

に
つ
い
て
 

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
 

の
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
 

囲
碁
な
ど
七
十
三
講
座
百
八
十
 

三
コ
ー
ス
を
開
講
い
た
し
ま
す
。
 

N
H
K

学
園
の
生
涯
学
習
通
信
 

講
座
は
、
十
六
年
の
歴
史
が
あ
 

り
、
今
ま
で
に
二
百
二
十
万
人
の
 

方
々
に
受
講
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

申
込
受
付
 

平
成
三
年
四
月
三
十
日
 

ま
で
 

案
内
書
（
無
料
）
を
ご
希
望
 

の
方
は
 

〒
一
八
」
ハ
ー
〇
一
 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
 

二
i

三
十
六
 

N
H
K

学
園
 

八
E

八
十
」
係
宛
 

ト・ 

、 

●ー 

青少年健全育成田川地区大会開かる 

2 月21 日 

~青少年文化ホール 

健全育成田川地区大会 
維岡県青少軍胃成県民会議田川地臨協議会 ・後臓 編岡県費少年雑全育成対薬撫違本郎 

講演 

ー
 
J
 

田
 

あ
な
た
の
郵
便
番
号
・
住
所
 

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
お
よ
び
 

希
望
の
講
座
名
を
ハ
ガ
キ
に
明
 

記
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
 

〇
四
一
一
五
 

( 72 

）
三
一
五
一
 

ま
で
 

月
ゆ
9
日
9
D
D
ゆ
日
ゆ
9
ゆ
日
ゆ
D
日
9
日
9
D
回
ゆ
D
ゆ
 

覚
せ
い
剤
犯
罪
を
 

追
放
し
よ
う
ノ
・
 

覚
せ
い
剤
犯
罪
は
、
厳
し
い
 

取
締
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
 

然
と
し
て
衰
え
ず
、
そ
の
乱
用
 

は
少
年
や
主
婦
な
ど
一
般
市
民
 

層
ま
で
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
 

精
神
障
害
や
凶
悪
犯
罪
を
ひ
き
 

起
こ
し
て
い
ま
す
。
 

「
好
奇
心
か
ら
」
 

一
，
一
度
だ
け
」
は
 

絶
対
通
用
し
ま
せ
ん
o
 

あ
と
に
待
っ
て
い
る
の
は
 

「
ア
リ
地
獄
」
だ
け
で
す
。
 

覚
せ
い
剤
で
悩
ん
で
い
る
人
 

覚
せ
い
剤
に
関
す
る
こ
と
を
知
 

っ
て
い
る
人
は
、
 

「
自
分
の
こ
 

と
」
 

「
家
族
の
こ
と
」
 

「
友
達
 

の
こ
と
」
 
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
 

で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
相
談
 

し
て
下
さ
い
。
 

田
川
警
察
署
（
 42 

）
二
一
二
〇
 、

 

ホ
ッ
ト
テ
レ
ホ
ン
 

〇
九
二
（
六
四
一
）
 

四
四
四
四
 

あな．だロ》身近にも繊 

勲い粉の恐輸 ・
・
！
.
 

回
曲
回
ゆ
（
”
ゆ
の
向
〕
9
ゆ
回
鳳
〕
（
“
日
日
自
9
日
（
“
向
）
(
“
日
回
曲
 

猟
銃
と
残
火
薬
の
 

保
管
管
理
は
 

碓
実
に
 

二
月
十
五
日
で
狩
猟
期
間
が
 

終
了
し
ま
し
た
。
狩
猟
期
間
が
 

終
了
す
る
と
気
の
緩
み
か
ら
、
 

猟
銃
や
残
火
薬
の
保
管
、
取
り
 

扱
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
例
 

年
こ
れ
ら
の
猟
銃
等
に
ま
つ
わ
 

る
事
件
や
事
故
が
発
生
し
て
い
 

ま
す
。
 

次
の
こ
と
を
守
り
事
故
の
 

防
止
に
務
め
ま
し
ょ
う
。
 

j
 

〇
銃
を
保
管
庫
に
納
め
る
と
き
 

は
、
ま
ず
弾
の
有
無
を
確
認
 

し
ま
し
ょ
・
つ
。
 

〇
銃
は
、
必
ず
銃
保
管
庫
に
保
管
 

し
、
確
実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
 

》つ。 

〇
弾
は
、
弾
専
用
の
保
管
庫
に
 

保
管
し
、
確
実
に
施
錠
し
ま
 

し
ょ
》
つ
。
 

〇
長
い
期
間
銃
を
使
用
し
な
い
 

場
合
は
、
銃
砲
店
に
保
管
委
 

託
し
ま
し
ょ
・
つ
。
 

〇
残
弾
が
あ
る
場
合
は
、
自
宅
 

に
置
か
な
い
よ
ー
っ
、
射
撃
場
 

で
の
訓
練
等
で
消
費
す
る
か
、
 

又
は
警
察
署
に
廃
棄
依
頼
す
 

る
か
、
銃
砲
火
薬
店
に
保
管
 

委
託
し
ま
し
ょ
・
つ
。
 

二
十
一
世
紀
を
生
き
る
青
少
 

年
に
と
っ
て
、
今
を
ど
う
生
き
 

る
か
は
重
大
な
問
題
で
す
。
そ
 

れ
を
支
え
る
た
め
に
、
田
川
市
 

郡
一
体
に
な
っ
た
と
り
く
み
が
 

の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
健
全
 

育
成
に
向
け
て
、
田
川
地
区
住
 

民
の
総
意
を
結
集
し
、
今
後
の
 

活
動
の
弾
み
と
す
る
も
の
で
す
。
 

当
町
よ
り
、
四
十
名
近
く
の
 

参
加
が
あ
り
、
県
立
社
会
保
育
 

短
大
学
長
 

安
藤
延
男
先
生
の
 

講
演
も
あ
り
ま
し
た
。
講
演
の
 

中
で
、
 

「
子
供
の
意
欲
・
や
る
 

気
を
出
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
 

の
子
の
得
意
と
す
る
面
、
健
全
 

な
面
な
ど
を
見
つ
け
、
た
っ
ぷ
 

り
伸
ば
し
て
や
る
こ
と
が
大
切
 

」
な
ど
、
子
供
の
意
欲
と
感
性
 

を
育
て
る
た
め
の
多
方
面
か
ら
 

分
析
が
な
さ
れ
た
講
演
で
し
た
。
 

ノ 第二長寿園のお年寄りに 
おゆうぎを披露する園児達 

→
 

熱心に聞き入る 
当町からの参加者 

A
ー

 

神崎保育所園児 

第ニ長寿園を訪問 

神
崎
保
育
所
園
児
達
が
第
一
一
 

長
寿
園
の
お
年
寄
り
を
訪
問
し
、
 

十
八
番
の
遊
戯
を
披
露
し
ま
し
 

た
。
こ
れ
は
恒
例
と
な
っ
て
お
 

り
、
年
二
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

核
家
族
が
多
い
中
、
少
し
で
 

も
お
年
寄
り
の
方
々
と
ふ
れ
あ
 

い、 

「
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
 

る
気
持
ち
」
を
育
て
た
い
と
始
 

じ
ま
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
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新
 

、
、
J
ノ
 

成
人
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
『
 

ノ
‘
、
、
 

去
る
 

月
十
五
日
に
総
合
会
館
に
て
、
成
人
 

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
成
人
者
を
代
表
し
て
、
 

若
林
裕
子
さ
ん
が
、
成
人
該
当
者
名
を
朗
読
、
 

吉
田
義
利
さ
ん
が
、
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
0
 

, 

Q
ト
ョ
タ
自
動
車
の
筑
豊
進
出
 

に
期
待
し
ま
す
か
。
 

A
 

す
る
 （

男
 
19 

女
n

) 

し
な
い
 

（
男
7
 

女
 12 

) 

解
答
な
し
 

（
男
2
 

女
0

) 

A
 

そ
の
理
由
 

（
す
る
）
の
場
合
 

. 

おめでとう、新成人の皆さん 
!

 

一

 

v

 

、・ 

、
 

ー
」
J

、さ 
お互いの成長を称賛する同期生 

〇
失
業
者
が
少
く
な
る
 

〇
田
川
が
発
展
す
る
 

〇
大
会
社
だ
か
ら
 

〇
通
勤
が
便
利
 

〇
県
外
に
出
な
く
て
 

す
む
 

〇
ま
ち
お
こ
し
に
 

つ
な
が
る
 

（
し
な
い
）
の
場
合
 

〇
ト
ョ
タ
の
仕
事
に
耐
 

式
典
後
に
は
、
当
時
の
担
任
 

教
師
を
ま
じ
え
、
懐
か
し
い
学
 

校
生
活
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
 

か
せ
、
笑
い
の
渦
が
と
り
巻
い
 

て
い
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
初
め
て
の
試
み
 

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
 

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
は
、
 
こ
の
結
果
を
ど
の
 

よ
う
に
、
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
。
 

Q
田
川
に
住
み
た
い
で
す
か
。
 

（
住
み
続
け
た
い
で
す
か
）
 

A
 

は
い
 

（
男
 
14 

女
6

) 

い
い
え
 

（
男
 
11
 

女
n

) 

A
 

そ
の
理
由
は
 

（
は
い
）
の
場
合
 

〇
住
み
や
す
い
 

〇
住
み
な
れ
て
い
る
 

〇
実
家
が
あ
る
 

〇
〇
外
に
出
た
く
な
い
 

〇
勤
務
地
が
田
川
に
 

あ
る
 

（
い
い
え
）
の
場
合
 

〇
暴
力
団
・
暴
走
族
と
 

印
象
が
悪
い
 

〇
田
舎
 

〇
今
住
ん
で
い
る
所
が
 

、
ー
 

、ー 

・
し
・
‘
し
 

え
き
ら
な
い
 

余
談
で
す
が
、
知
っ
て
い
る
 

政
党
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
と
こ
ろ
、
 

自
民
党
・
社
会
党
・
公
明
党
 

共
産
党
・
民
社
党
・
社
民
連
・
 

税
金
党
・
ス
ポ
ー
ッ
平
和
党
・
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
新
党
と
現
在
、
 

日
本
に
存
在
す
る
政
党
名
が
や
 

は
り
多
く
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
政
党
 

名
も
あ
り
ま
し
た
。
 

〇
共
和
党
・
民
主
党
（
こ
れ
は
 

ア
メ
リ
カ
の
二
大
政
党
で
す
ね
）
 

自
由
党
（
現
在
の
自
民
党
が
 

結
成
さ
れ
る
前
の
一
政
党
で
す
 

ね） 
〇
与
党
・
野
党
（
政
権
を
も
っ
 

て
い
る
政
党
か
ど
う
か
で
色
分
 

け
さ
れ
て
呼
称
さ
れ
て
い
る
名
 

称
で
政
党
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

ね。） 

〇
「
ン
 
ョ
 
ル
ト
党
（
こ
れ
は
、
私
 

共
広
報
係
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
 

し
た
が
、
子
供
達
に
聞
く
と
C
 

M
で
流
さ
れ
て
い
る
と
か
）
 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
出
席
者
 

八
十
五
名
中
五
十
一
名
の
回
答
 

が
あ
り
ま
し
た
。
回
答
率
六
十
 

％
で
す
。
 

（
男
性
二
十
八
名
、
 

女
性
二
十
三
名
）
 

質
問
の
中
で
、
田
川
に
住
み
 

続
け
た
い
か
ど
う
か
、
に
つ
い
 

て
は
、
住
み
た
い
人
は
半
数
に
 

Q
田
川
の
将
来
は
、
ど
う
あ
る
 

べ
き
か
。
 

A
学
園
都
市
 

（
男
2
 

女
2

) 

企
業
中
心
都
市
 

（
男
9
 

女
3

) 

観
光
中
心
都
市
 

（
男
4
 

女
3

) 

前
の
三
つ
が
バ
ラ
ン
ス
の
 

j

と
れ
た
都
市
 

も
及
び
ま
せ
ん
が
、
ト
ョ
タ
の
 

筑
豊
進
出
に
は
期
待
す
る
人
が
 

約
六
〇
％
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
故
郷
「
 

田
川
」
を
何
と
か
し
た
い
、
何
 

と
か
な
っ
て
欲
し
い
と
の
期
待
 

・
意
志
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

現
在
、
金
田
町
に
お
い
て
は
 

各
方
面
か
ら
何
と
か
し
ょ
う
と
 

「久し振り」 のことばが飛び交う会場 Cに向って起つ新成人に乾杯 J1 
n
／」 

（
男
7
 

女
7

) 

解
答
な
し
 

（
男
6
 

女
8

) 

の
心
意
気
が
満
ち
て
き
て
い
ま
 

す
。
私
達
は
、
 

一
住
民
と
し
て
 

他
地
区
に
出
る
時
が
あ
っ
た
場
 

合
は
、
 

田
川
・
金
田
の
よ
さ
を
 

ア
ピ
ー
ル
し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
か
。
 

ガ
土
地
が
安
い
 

環
境
は
い
い
 

う
ま
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
 

純
手
造
り
の
金
田
ハ
ム
 

温
水
プ
ー
ル
に
 

ス
ポ
ー
ッ
施
設
」
ガ
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ク
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
 

第
四
回
少
年
の
主
張
大
会
が
去
る
二
月
三
日
（
日
）
総
合
会
館
で
 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
金
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
 

現
在
の
小
中
学
生
の
も
っ
て
い
る
感
覚
や
意
見
を
聴
き
、
今
後
の
健
 

全
育
成
活
動
に
活
か
す
た
め
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

対
象
は
小
学
校
五
・
六
年
、
中
学
校
一
・
二
年
生
全
員
で
、
意
見
 

発
表
の
作
文
を
提
出
し
、
そ
の
中
か
ら
学
校
よ
り
推
薦
し
て
い
た
だ
 

き
、
当
日
十
七
名
の
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
 

選
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
堂
々
と
発
表
し
、
二
百
名
以
上
の
聴
衆
よ
 

り
惜
し
み
な
い
拍
手
も
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
の
趣
旨
を
長
く
活
か
す
た
め
、
次
号
よ
り
毎
月
一
編
づ
 

つ
、
広
報
に
掲
載
し
、
教
育
長
の
講
評
も
あ
わ
せ
て
掲
載
致
し
ま
す
o
 

ど
う
ぞ
、
お
た
の
し
み
に
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
 

◇
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

用
具
貸
出
に
 

つ
い
て
 

こ
の
た
び
、
宝
く
じ
助
成
事
 

業
の
一
環
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
 

ゴ
ル
フ
用
具
と
、
大
会
等
で
使
 

用
す
る
マ
イ
ク
設
備
、
及
び
草
 

刈
機
を
購
入
し
ま
し
た
。
 

用
具
な
ど
の
貸
出
を
希
望
さ
 

れ
る
方
は
 

教
育
委
員
会
 

社
会
教
育
課
 

( 22 

） 
二
二
〇
〇
 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

●
 
ー
 

．
 
ー
 

●
 

ー

‘

・

 

●

 

ー

●

 

ー
 

●
 
‘
‘
ー
‘
 

●
 

ー
 

「
結
核
の
予
防
と
 

精
神
保
健
を
 

一 

考
え
る
大
会
」
 

「 

福
岡
県
が
中
心
と
な
っ
て
、
 

」
右
の
大
会
を
開
き
ま
す
。
 

一 

結
核
が
不
治
の
病
か
ら
、
治
 

一
る
病
気
と
な
り
、
町
民
の
皆
さ
 

・
ん
に
結
核
問
題
は
も
う
終
っ
た
 

」
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
ま
 

一
す
。
 

一 

し
か
し
、
現
在
も
年
間
五
万
 

・
人
も
の
人
が
結
核
患
者
と
な
っ
 

ー
て
い
ま
す
o
 

一 

ま
た
、
精
神
保
健
に
つ
い
て
 

．
も
、
 

一
般
的
に
精
神
病
に
対
す
 

一
る
正
し
い
理
解
と
認
織
が
な
さ
 

けm
に
巾
辰
・
い
な
・
戸
で
万
」
。
・
ー
・
ー
 

た

、

 

、

 

.
 

. ― ● 一 ● 一一 ‘ 」
 
一
 .
 

ー

●

 

ー

．

 

ー
 

●
 

ー

I

ー
 

●
 

ー

ー

 

●
 
ー
 
ー
 

．
 

ー

．

 

ー
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
次
 

の
と
お
り
「
結
核
や
精
神
保
健
 

の
啓
発
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
講
演
会
の
他
、
楽
し
 

い
イ
ベ
ン
ト
・
無
料
の
昼
食
を
 

用
意
し
て
い
ま
す
。
 

〇
開
催
日
時
 

三
月
三
十
日
 

午
前
十
時
五
十
分
よ
り
 

午
後
四
時
半
 

〇
場
所
 

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

．
 
ー
 

．
 

ー

．

 

ー

●

 

‘

ー

●

 ー
 

●

 

ー

●

 

ー
 .

 
一
 
一
 

」
 
一
 
一
 

このたび縁があって、泌川にお嫁入りした 

私達（コイ）です。 

南木地区泌川辻橋下流 

手をたたくと、集って来ますよ。 

め
ぐ
ま
れ
た
自
然
と
あ
た
た
 

か
い
地
元
の
皆
さ
ん
に
、
は
げ
 

ま
さ
れ
な
が
ら
元
気
に
泳
い
で
 

い
ま
す
0
 

ま
だ
ま
だ
、
沢
山
の
仲
間
を
 

歓
迎
し
ま
す
。
 

仲
間
（
コ
イ
）
を
お
譲
り
下
 

さ
る
の
な
ら
、
即
、
お
迎
え
に
 

お
う
か
が
い
し
ま
す
。
 

企
画
開
発
課
 

ま
で
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

ー

 

‘
 

編 集 後 記 

や
っ
と
の
こ
と
で
、
 
一一・ 

三
月
号
の
合
併
号
の
編
集
が
 

終
り
ま
し
た
。
如
何
せ
ん
、
 

い
ま
だ
情
報
の
少
い
こ
と
、
 

ホ
ッ
ト
な
話
題
等
を
求
め
て
 

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
 

新
年
度
が
始
ま
る
四
月
か
 

ら
は
毎
月
発
行
し
、
季
刊
号
 

を
も
発
行
で
き
る
よ
う
情
報
 

の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
の
情
報
の
提
 

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

『
企
画
開
発
課
』
ま
で
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

お
電
話
い
た
だ
い
た
時
は
 

即
、
お
う
か
が
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

（
お
詫
び
）
 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
 

「
こ
れ
は
失
礼
 

敬
語
の
誤
り
」
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
 

民
間
療
法
」
 

「
短
歌
詠
章
」
 

「
地
平
句
会
」
 

は
、
次
回
に
掲
載
致
し
ま
す
 

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 


